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1 . は じ め に

近年 ､ 社会 人を対象 に した外国語学習 がさ か ん で あるが ､ ｢ 外国語学習+ と い う表現は ､

言語習得研究の 観点からは次の ように説明される ｡ 言語習得研究には ､ 主として母語習得を

扱う第 1 言語習得と ､ 母語以外 の言語を扱う第 2 言語習得があり､ 後者は さら に学習環境 に

よ っ て第 2 言語 ( s e c o n d l a n g u a g e) と外国語 (fo r eig n l a n g u a g e) に 区別され る ｡ また目標

言語が話され て い る言語環境 で自然 に身に つ く場合を ｢ 習得 ( a c q ui siti o n) + ､ 教室な どで 目

標言語を意識的に身に つ ける場合を ｢ 学習 (l e a r ni n g)+ と い うこともある ｡ 日本語を母語

とす る社会人が 日本で 日本語以外の 言語を学ぶ場合を考えると ､ 目標言語 が日常的に使 われ

て い な い 環境で意識的に学ぶと いう ｢外 国語 と しての 言語学習+ に該当する ｡ その 際 ､ 学習

者に よ っ て 学習の動機や 目的､ 年齢などが異なり､ 言語学習に対する意識も多様で あると考

えられる ｡ 学習者の 日常生活は日本語で行われ､ 目標言語む羊接する の は学習するときだけと

いうこ とが多く､ 中に は何年も学習を続けて い るにもかか わ らず､ 目に見えた進歩が見られ

ない と い う学習者も少なくな い ｡ また ､ 多様な意識を持 つ 人々 が
一

つ の クラス で学ぼうとす

る場合 ､ 学習活動を進め る上 で の 困難も予想さ れる ｡ 本稿 で は､ 社会人の 韓国語学習者の 場

合を例 にして ､ 目標言語の 使用環境にない 学習者が効果的に学習を進め て い くための 学習活

動に つ い て ､ 学習者 ､ 担当教師､ 学習活動の 3 つ の 観点か ら考察 した ｡

なお ､ 日本語教育 にお い ても学習者の 多様化 が進んで い る ｡ 目標言語が話され て い る日本

に住ん で い て も､ 必ず しも日本語を十分 に使用 して い な い 学習者もい る
､
｡ 本稿で考察 した こ

とは､ 韓国語の 学習活動の みならず､ 日本ある い は海外における日本語学習活動にも応用で

きるもの だ と考える ｡

2 . 研究の概要

1) 社会人の 韓国語学習者 3 名を対象 に､ ア ンケ
ー トとイ ンタ ビ ュ ー を行 っ て各学習者の 言

語学習に対する考え方､ 学習ス タイ ル ､ 学習ス トラテ ジ
ー を調査 し､ それ らが実際の 学習

に どの ように反映さ れて い るか ､ 各学習者の 誤りの傾 向と比較 しなが ら分析 した ｡

2 ) 目標言語の 使用環境にない 学習者が外国語として言語を学ぶ場合に､ 学習過程におい て
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担当教師は学習者 に対 して どの ように働 きか けて い っ た ら い い の か考察 した ｡

3 ) 観察対象 の 学習者 3 名が所属す る学習 グル ー プ T に対 して ､ 定期的に行 っ て きた学習

活動に関する ア ンケ ー ト結果を分析し､ 学習過程 にお ける学習者およ び担当教師の 意識変

化を､ 教師自身の 内省と共にふり返 っ た ｡ また ､ 社会人を対象に外 国語を教えて い る教師

へ の イ ン タ ビ ュ ー をもと に して ､ 日本 で社会人に外 国語を教える上で の 課題と担 当教師の

役割 に つ い て 考察 した ｡

3 , 言語学習にお ける個人としての学習者

3 . 1 . 言語学習 に影響を与える学習者要因

学習者 の言語習得過程 は 一 人 一 人異な っ て い る ｡ 同じように学習を続 けて い て も､ い つ の

間にか学習者間に個人差が生 じてくる ｡ その 個人差が生 じる要因には どの ようなもの が ある

の か ､ また個人差が第 2 言語習得 に どの よう に関わ っ て い るの か に つ い て ､ Ellis (1 9 9 4 : 1 9 3

-

1 9 5) は ､ まず社会言語学的側面か ら第 2 言語習得を説明する ため の枠組みの 要素と して ､

次の､3 つ を挙げて い る｡

( 1) 社会的要因 ( 年齢 ･ 性別 ･ 社会階層 ･ 民族帰属性)

( 2) 言語処理 の メ カ ニ ズ ム

( 3) 個 々 の 学習者要因 ( 年齢 ･ 動機 ･ 性格な ど)

また ､ 心理言語学的側面か ら学習者 の個人差を調 べ るため の もの と して ､ 次の ような枠組

みを示 し､ 3 つ の 要素が様々 に関連し合 っ て い るとして い る｡

(1) 個人差 ･ 学習者 の 言語学習に対する確信 ( どリ ー

フ)

･ 情意的要素 (不安度)

･ 一 般的要因 (年齢 ･ 言語適性 ･ 学習ス タイ ル ･ 動機 ･ 性格)

( 2) 学習者ス ト ラテ ジ ー

学習過程と メ カ ニ ズム

(3) 言語学習の 結果

･ 能力

･ 到達度

･ 習得速度

図 1 . 学習者の個人差を調 べ るため の枠組み ( E 川s 1 99 4 : 4 73)

こ こで は､ 言語学習に影響を与える要因として ､ 学習ス タイル と学習ス トラ テ ジ ー を中心

に考えて み る｡
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3 . 2 . 学習ス タイル

E lli s (1 9 9 4 : 4 9 9) によ れ ば ､ 従来1 e a r ni n g s t yl e と い う考 え方は
一 般心理学に 由来 し､

個人が問題解決に適用する特有の 方法をさ した ｡ し
.
た が っ て学習ス タイ ル に関する研究の 多

くは認知ス タイ ル と いう観点か ら行わ れて きた ｡
一

方で､ 学習ス タイ ル は心理学的な認知ス

タイ ル にと どまらず ､ 社会的要素 (協調的か独立的か) や情意的要素 (暖昧さ に対 して寛容

で あるか ､ 熟慮型か衝動型か な ど) との 関連性か らも考えられ るようにな っ た ｡

R eid(1987 : 92
-

103) は､ 学習者の 知覚(視覚 v is u al ､ 聴覚 a u dit o r y ､ 運動感覚 ki n e st h eti c ､

触覚t a ctil e) ､ グ ル
ー プ学習 ､ 個人学習の 6 つ の 項目に つ い て ､ 学習ス タイル の 好み に 関す

るア ンケ ー ト調査を行 っ た ｡ その 結果､ 第 1 言語
･ 年齢

･ 性別 ･ 教育水準な どの 変数が学習

ス タイ ル に関係 して い ると述 べ て い る｡ また ､ 学習ス タイ ル は学習環境や 学習経験が変わ れ

ば修正さ れうるもの である と し､ 学習ス トラテ ジ
ー との 関連性や ､ 学習過程にお ける教師の

役割に つ い て も示唆 して い る ｡

日本語教育の 分野で は ､ 谷口
う

(1 9 9 0 : 1 9 7
-

2 0 9) が初級 日本語学習者 を対象に して行 っ た

学習ス タイ ル に つ い て の 調査研究が ある｡ 谷口に よる と試験の 成績と学習ス タイ ル の 関係か

らは統計的に は相 関関係 は見られ なか っ た が ､ 優 れ た学習者 は暖昧さ に対する寛容度が 高

く ､ 視覚的にも聴覚的にもバ ラ ンス よ
､

く学習を進め ､ グ ル
ー プ学習を好 む傾向を示したとい

う ｡ さ らに谷 口は ､ 教師は学習者
一 人 一 人の学習ス タイ ル等の 特性 にも注意を払い ､ 学習者

が自分 に合 っ た学習方法を身に つ けられ るよう助言する こ とも必要だ と して い る｡

また ､ 伊東 ( 1 9 9 9 : 1 4 0) は 日本語学習者を対象 に行 っ た調査結果の
一

部を示 し､ 学 習者

特性である学習ス タイル が､ 学習ス トラ テジ
ー の 選択と使用にも関係して い る ことが推定さ

れ ると して い る ｡ その上 で ､ 教 師が学習者
一 人 一 人の 学習ス タイル につ い て理解を深め ､ ど

の よう なス トラ テ ジ ー を用 い て い るか を把握 し､ 両者 の相互 関係を考察する こ と によ っ て 適

切な学習活動が可能になると述 べ て い る｡

3 . 3 . 学習ス トラテジ
ー

言語学習を進め る際に､ 優れ た学習者 は どの ような方法をと っ て い るの か ｡ R u bi n (1 9 7 5 :

4 4
-

4 8) は こ の 点に着 目して ､ 第 2 言語習得 に成功を収めた学習者の ス トラテ ジ
ー に つ い て

述 べ て い る ｡ R u bi n による と､ ス トラテ ジ
ー とは ｢学習者が知識を得るために使うテク ニ ッ

ク ある い は方略+ である ｡ そして ､ 優れ た学習者が用 い て い るス トラテ ジ
ー と して ､ 次の よ

うなもの が ある と して い る｡

(1) あらゆる手がか りをもとに して ､ 唆味な点を推測 しようとする ｡

(2) コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に対して意欲的で あ
ノ

る｡

( 3) 学 ぶ ため に は間違 い を気 にせ ず､ ある程度の 暖昧さに耐えられ る｡

(4) 言語形式に注目する ｡

( 5) あらゆ る機会をと らえて練習する

( 6) 自分や他人の発話をモ ニ タ
ー し､ 間違 い からも学ぶ ことができる ｡

( 7) 意味に注目す る｡
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さ らに R u bi n は､ 学習者の ス トラ テ ジ ー

を決め る変数 と して ､ (1)タ ス ク の種類 ､ ( 2)学習

段階､ ( 3)学習者の 年齢､ (4)学習環境 ､ ( 5)個人の ス タイ ル ､ ( 6)認知的学習ス タイル における文

化の 違 い ( 聞く こと が大事 ･ 母語話者をまねる ･ 丸暗記方式な ど) を挙 げて い る｡ そ して優

れた学習者の ス トラテ ジ ー

によ っ て ､ 他 の学習者の 学習を手助けできると して い る ｡

R u bi n 以後 ､ 学習ス タイ ル や学習ス トラテ ジ ー に つ い て の研究が進め られて きた ｡ そ の 中

で W e n d e n は ､ それまでの 認知研究から第2 言語習得にお けるメ タ認知的な側面に着目 し

た ｡ W e n d e n (1 9 8 6 : 1 9 7) に よれ ば ､ メ タ認知 に は認知 に関する知識と認知 の調整 と い う

2 つ の側面がある ｡ 前者は学習者 の持 つ 確信 ( どリ ー

フ) ､ 学習活動に つ い ての 知識およ び

ス トラ テ ジ ー に関す る知識か ら成り､ 後者 は計画､･ モ ニ タ ー

､ 評価と い う学習を調整 ･ 管理

するの に使 われ るプ ロ セ ス から成 るもの で ある ｡ W e n d e n (1986 : 187
-

1 99) は､ 学習者が

言語学動こつ い て どの ような知識を持 っ て い るかイ ンタ ビ ュ ー によ る調査をし､ それ がス ト

ラ テジ
ー の使用に どの ように結び つ い て い るか を考察 した ｡ その 結果 ､ 言語学習の 領域にお

けるメ タ認知的知識の 関わりを示すデ
ー

タが得られ たと して い る ｡ また ､ 教師が学習者に対

してス トラテ ジ
ー を意識させ ること の必要性も示唆して い る ｡

言語学 習ス トラ テ ジ ー の 使用 お よ び分類 に関す る研究 と して ､ こ こ で は 0
'

M all e y &

C h a m o t ( 1 9 9 0) をとりあげる ｡ 0
'

M all e y & C h a m o t (1 9 9 0 : 1 1 4
-

1 2 3) は E S L ( 第 2 言語

と して 英語を学ぶ学習者) を対象にイ ン タ ビ ュ ー

と教室観察によ る調査を行 い ､ そ の 結果 を

メ タ認知的ス トラテ ジ ー

､ 認知的ス トラテ ジ ー

､ 社会的ス トラテ ジ ー の 3 つ に分類 した ｡ さ

らに ､ 0
'

M all e y & C h a m o t (1 9 9 0 : 1 2 3
-

1 2 8) は外国語と してス ペ イ ン語 とロ シア語を学

ぶ英語話者を対象に同様の 調査を行 っ た結果をまとめた が ､ その 際､ 社会的ス トラ テジ ー

に

新 たに情意的ス トラテ ジ ー を加えた｡

そ れぞ れの ス トラテ ジ ー の 定義 は次の よう に考えられ る｡ すなわち､ メ タ認知的ス トラ テ

ジ
ー

と は､ 学習者が自分自身の 学習を管理する こ と に関わ るもの で ､ ｢ 計画+ ｢ モ ニ タ ー + ｢ 評

価+ の 3 つ に大別さ れる ｡ 認知的ス トラ テジ ー とは ､ 学習者が学習に関する様々 な情報を処

理するため に用 い るもの で ､ 具体的には 目標言語を理解 し､ 記憶 し､ 運用するため の 方法 を

さす｡ そして社会的/ 情意的ス トラ テジ ー とは ､ 学習者が ほかの 学習者や母語話者と互 い に

働きか けをする際に用 い たり ､ 学習者が自分自身に言 い 聞かせ るこ とによ っ て学習に対する

不安を減 らすため に用 い たりするもの である｡

本稿 で は ､ 以 上 の先行研究を参考 に して ､ 3 名の韓国語学習者 の言語学習 に対する意識､

学習ス タイ ル およ び学習ス トラテ ジ ー

に つ い て 調査 した結果を分析 ･ 考察 した ｡

3 . 4 . 社会人の韓国語学習者の言語学習に関する調査

3 . 4 . I . 学習者の 背景

調査を依頼 した韓国語学習 グル ー プ T は ､ 1 9 9 3 年度 に公民館 で行 われ た ハ ン グル 入門講

座の 修了者が中心とな っ て1 9 9 3 年1 2月 に発足した｡ 途中で会員 の異動 はあ っ たが ､ 現在まで

学習活動を継続 して きた ｡ 現在 ､ 毎週 1 回 1 時間半 ､ 月平均 3 回 の学習を行 っ て い る ｡ 筆者

は1 9 9 3 年か ら現在ま で T の ク ラス を担当 して い る ｡ 会員の う ち､ 継続 して 出席 して い る 3
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名を観察対象に した ｡

学習者 A (3 0 代
･ 女性) は ､ 1 9 9 6 年 4 月 に ハ ン グル 入 門講座 で学 習を始め ､ 1 年後 に学

習グル
ー プに入 っ て学習を続けて い る｡ 学習者 B (5 0 代

･ 女性) は､ 19 91 年噴からハ ン グル

講座等 で 断続的に学習を続 けてお り､ A と同 じく1 9 9 6 年 に入門講座で 学習 し､ 1 年後 に学

習グ ル ー プ T に参加 した ｡ 学習者 C (4 0 代
･ 男性) は ､ 1 995 年5 月 か ら96 年 3 月 まで他 の

ハ ン グル 講座で基礎的なこ とを学 び､ 9 8 年の 秋頃か ら学習グル
ー プ T で学習 して い る｡

3 . 4 . 2 . 調査の概要

3 名の 学習者が言語学習 に対 して
一

般的に どの ような意識を持 っ て い るか ､ 特 に韓国語学

習に どの ように取り組 んで い るか に つ い て ､ 20 0 2 年 1 月か ら 2 月 にか けて ､ ア ン ケ
ー ト によ

る調査を行 っ た｡ さらに ､ ア ンケ
ー ト調査 の 回答を補うために2 002 年5 月から6 月にかけて ､

3 名の 学習者に個別 に
一 人3 0 分程度の イ ンタ ビ ュ

ー を行 っ た ｡ イ ンタ ビ ュ
ー の 内容 は ､ 主に

学習ス タ イ ル と 学習ス ト ラ テ ジ
ー に関す る もの で ある ｡ 質問項 目 の 作成 に あた り ､ R eid

( 1 9 8 7) お よび谷口 (1 9 9 0) の調査項目､ 伊東 (1 9 9 9) などを参考 に した ○

また､ 3 名の学習者の 誤りの傾向を知る ことを目的として ､ 2 001 年6 月から2 002 年 6 月ま

で の約 1 年間に提 出され た作文お よび教室活動 と して行 っ た絵を見てス ト
-

リ
+ を作 るタス

ク と ､ 定期的に行 っ たチ ェ ッ ク テス トの 結果をデ
ー

タと して ､ 誤り分析を行っ た ｡ 作文は添

削 して翌週 に返却 した ｡ そ
･

れ らの結果か ら､ 学習ス タイ ル お よび学習ス トラテ ジ
ー と､ 各学

習者に特徴的な誤りとの 関連性に つ い て考察した｡

3 .
4 . 3 . 調査結果

◇ 学習ス タイ ル のまと め

( 1) 酸味さに対する寛容皮は ､ わか らない 言葉があ っ て も推測 しながら働
い たり読んだり

できる ほ ど高 い と言えるが ､ 3 名とも聴くときの ほうが読むときよりも唆昧さ に対する

寛容度が比較的高 い ようである ｡

( 2) 分析 的か ( 発音 ､ 文法 ､ 綴り､ 単語 の 意味な どの 要素 に注目す る) ､ 総合的か (全体

の内容に注 目する) に つ い て ､ 学習者 A は ｢ 聴く
･ 読む+ 作業で は総合的､ ｢ 話す

･ 書

く+ 作業で は分析的であ るの に対 し､ 学習者 B は正反対 の 結果 にな っ た ｡ 学習者 C は

｢ 聴く ･ 読む ･ 話す ･ 書く+ どの作業 にお い ても総合的な傾向を示 した ｡

( 3) 視覚的な学習と聴覚的な学習 の どち らを好む か に つ い て ､ 学習者 A と学習者 B は視

覚的な学習 へ の 好みを示 し､ 学習者 C は視覚的にも聴覚的 にも学習 しな
い と気 がすま

な い と い う回答で あ っ た ｡

(4) グ ル ー プ学習 と個 人学習と どちら が い い か に つ い て は､ 3 名 の 回答 が異 なる結果に

な っ た ｡ 学習者 A は言葉の 学習に 限らず
一 般に何 かをする とき基本的 には

一

人 の ほう

が い い と答えた ｡ 学習者 B は グル
ー プ学習を好むと いう回答で あり､ 学習者 C は

一 般

的に何かをするときに は
一 人の ほうが い い が ､ 言語学習 は他の 人と

一

緒の ほうがい い と

いう回答であ っ た ｡ しか し 3 名と もグル
ー プ学習の 効用を認め て い るようで ある｡ こ の
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点は､ 社会的ス トラテ ジ ー

にも通 じるもの で ある ｡

◇学習ス トラ テジ ー の まとめ

( 1) メ タ認知的ス トラ テジ ー

に関 して ､ 3 名とも学習 の計画や評価 に つ い て は､ 日常的に

はあまり考えて い ない ようで ある｡

学習者 A は､ ｢韓国語を使 っ て韓国の 人々 と話がした い+ と い う気持ちを持 っ て学習

を続けて い る ｡ そ の ため に特 に ｢ 聴く ･ 話す+ と い う特定の 側面 に注目 して学習を心が

けて い るが ､ そ の こ とによ っ て さ らに学習意欲が高められ て い ると思われ る｡ 特に学習

者 A に は ｢ 実践 の機会を求め る+ と い う ス トラ テ ジ ー が観察 され ､ 実際に使 っ てみ る

ことにより ｢自己評価+ が促されて い るこ とがわかっ た ｡

学習者 B は､ 韓国で 生まれた と い う こ と で ､ い つ か 訪ね た い と い う気持ちか ら学習

を始め たが ､ 学習を続けるうち に韓 国語で 話せ るよ う になり た い と い う気持ちが 強く

な っ た と い う ｡ 学習者 B 自身､ 繰り返 しによ る学習方法が 自分 に合 っ て い る と考え､

ゆ っ くり学習を進めようとして い る ことがわか っ た ｡

学習者 C は ､ 自分が好きな映画が韓国の 映画だ っ た と い う 理 由か ら韓 国語に 関心を

持 っ たと の こ と だが ､ 関心の ある分野に常 に注 目す る こ と に よ っ て 学習 の 動機 を維持

し､ さ らに関心 を深め て い ると言える ｡

｢計画+ の 点で は､ 毎週の 学習活動として行 っ て い る ｢
一

週間の 話+ をす る際に ､ 学

習者 A と学習者 B は前も っ て 話す内容を考えて くると い う計画性 を示 した｡ また､ ｢ モ

ニ タ ー + の 点で は､ 学習者 A と学習者 B は授業で作文チ ェ ッ クをす るようにな っ て か

ら自分が間違 い やす い 箇所を意識する よう にな っ たと答えて い る｡

(2) 認知的ス トラテ ジ ー

に関して は､ 3 名とも ｢ 目標言語の 辞書などの 使用+ ｢ 清掃+ ｢ 転

移+ ｢ 推測+ ｢ 翻訳+ の ス トラ テ ジ ー を使 っ て い る ○ また 0
,

M all e y & C h a m o t の 分類に

･ 挙げられ て い る もの 以外 に､ ｢ 書 い て 覚える+ と いう記憶の ため の ス トラテ ジ ー

( 学習

者 A ､ B) や ､ わか ら な い こ とは言わ ない (書か な い) と い う ｢ 回避+ の ス トラ テ ジ ー

(学習者 A ､ B) ､ 適切な語句がわから か ､ とき新しい 語を造ると い う ｢ 造語+ の ス トラ

テ ジ
ー も観察され た (学習者 A ､ B) ｡ また学習者 B は ｢ 繰り返 し+ の.ス トラ テ ジ

ー を

多く用 い て 学習 して い るが ､ こ の こ と は学習者の 年齢と も関係があると思われ る ｡

( 3) 社会的/ 情意的ス トラ テ ジ - に関 して は ､ 教室 で は学習者 同士互 い に協力 し合 っ て お

り､ 学習活動にお い て も､ 話の 内容がよくわからない 場合 は質問し合 っ て解決 して い る｡

また ､ 背 習者が 関心を持 っ て映画を見たり本を読んだ りするな どの ｢ 文化理解 の ため の

試み+ も ､ 筆者 は社会的ス トラ テジ ー

だと考えた ｡

表1 は､ 0
'

M all e y &､
C h a m o t (1990 : 119

-

120 ; 126) による分類 に､ 新たに観察された

ス トラテ ジ ー を加えたもの である ｡ ○は学習者が使用 して い るもの ､ △ は筆者の観察か ら使

用する こと があると思われ るもの ､ × は使用 して い ない もの ､ - は判断の 材料が なか っ たも

の を表す ｡
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表1 . 学習者の ス トラテ ジ ー 使用

使 用 ス ート ラ テ ジ ∵ A B C

(1) メ タ認知的ス トラ テジ ー

① 学習活動に つ い て事前に見当をつ ける × × ×

② 注意の 方向づ けをす る × × ×

(彰 機能的に計画を立て る

④ 特定の イ ン プ ッ トの 側面 に注目する ○ × ×

⑤ 学習の ための 条件を自己管理する ○ × ×

(釘･ 表現を構成的に組 み立 て る ○ ○ ×

⑦ 聴く事を優先させ ､ 意識的に話すの を遅 らせ る × . × ×

⑧ 実践の機会を求め る C) △ △

⑨ 自己モ ニ タ
ー

する ○ ○ △

⑲ 自己評価する 0
.
○ △

( 2) 認知的ス トラテ ジ ー

① 目標言語 の辞書な どを使用する ○ Q ○

② 繰り返し ○ ○ ×

⑨ グル ー プ分け × △ ×

④ 規則を演緯的に応用 して理解 ･ 運用す る ○ ○ L■
㌧

○

⑤ イ メ ー ジを使 っ で理解 ･ 記憶する × × ×

⑥ 音声で覚える ○ ○ ×

⑦ キ ー

ワ
ー ドを使 っ て覚える × 〉く ×

⑧ 精赦化 (新情報同士/ 新情報 と既知情報を関連 づ ける) △ △ ×

⑨ 転移 (既知の 言語知識を使 っ て理解 ･

_
運用 の助けとする) - ○ ○ ○ ･

⑲
■＼■
得られ る情報か ら推測する 0

.
○･ ○

⑪ 聴い たり読んだりするときキ ー ワ ー ドを書きとめ る ○ × △

⑫ 要約する × × ×

⑬ 新 しい 文 に再配列する ○ × - ×

⑭ 翻訳する (L . 1 をもと に して L . 2 を理解 ･

.
運用する) ○ ○ ○

⑮ リ ハ
■

- サ ルする ○ ○ ×

⑯ 代用 ( わか らな い とき知 っ でい る語句で代用する) ○ △ △

⑱ 文脈に語句を入 れて 理解する ○ ○ ×

⑱ 難 しい 表現を回避する ○ ○ ×

⑩ 表現方法が わか らない とき新語を つ く る ○ ○ ×･

⑳ 書 い て覚える ○ ○ ×

(3) 社会的/ 情意的ス トラ テジ ー

① 明確化 の た めの 質問をす る ○ ○ ○

(参 協力する ○ ○ ○

③ ひとりごと

④ 文化理解の た め の試み ○
■
○ ○

-
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◇学習ス タイ ル ､ 学習ス トラテ ジ
ー

と各学習者 に特徴的な誤りの まとめ

学習者 A は ､ 学習ス トラテ ジ
ー

に 関するイ ン タ ビ ュ
ー で ､ 文字や発音に つ い て の 学習で

･

｢ 単語を書きなが ら綴りと意味を覚える+ ｢ 発音するときは大げさ に発音 して みる+ と言 っ て

い るが ､ 確か に既習の 単語 に つ い て は誤りはほと ん どなく､ 韓国語の 平音と激音を混同 して

表記する誤りも少ない ｡ また ､ 学習ス タイ ル に関す るイ ン タ ビ ュ
ー で ｢ 自分が言い た い こ と

がうまく表せ ない ときには ､ 書くこと ( 話す こと) をや め ることもある+ と述べ て い るか､

文を書 い たり話 したりする ときに知 っ て い る表現を使 っ て わかりやすく ､ きちん と書 こうと

するた め に比較的単純な文が多くなっ て い ると思われ る ｡

学習者 B は ､ 文字と発音 と表記 に つ い て ､ 学習に 関す るア ン ケ
ー

トで ｢ 発音 しなが ら書

くように して い るが､ 音と文字がなか なか正しく結び つ かな い+ と書い ており ､ またイ ンタ

ビ ュ ー

で も､ 特 に韓国語の 且 と ol ､ L と o の 区別が難 しい と述 べ て い るが ､ そ の こ とが その

まま誤りと して顕著 に現れ て い る｡ 文法 につ い ても､ 動詞の活用などに対する苦手意識が誤

りの 多さ に つ なが っ て い る よう で ある｡ 学習ス タイ ル に関するイ ン タ ビ ュ
ー で 述 べ て い るよ

うに ､ 文を書く際に は伝えた い 内容を書こうとい う気持ちが先 になるため に､ 表記や文法な

どの 要素 にあまり注意が向けられ て い ない こ とが わか っ た ｡

学習者 C は ､ 特 に ｢ 勉 強する+ と いう意識を持 たず に､ 主 に関心 の ある分野を通 じて 目

標言語に接 して い るた め ､ 発音や 文法に つ い て具体的に どの ように対処 して い る の か ､ ア ン

ケ
ー トや イ ンタ ビ ュ ー

にお い ても､ は っ きり言及されなか っ た ｡ 確か に ｢ 雑然と未整理の ま

ま頭 に入 っ て い る+ と言うように､ 誤り全体に つ い て何か規則性があると は言 い 難 い ｡ 毎過

の作文提出に つ い て ､ ｢ まず何を書くか 決めるまで に時間がか かり､ さら に書くの にも 2 時

間位か か っ た+ と言 っ て い るの だ が ､ 提出された作文を見 ると ､ 毎回話題が異なり､ た とえ

難しい 内容で も ｢書きたい ことを思 い つ くままに書きながら､ 使う表現を考える+ とい う発

言がその まま現れ て い るようだ｡

以 上 の ように ､ 3 名の 学習者 の言語学習に対する姿勢や学習ス タイ ル ､ 学習ス トラテ ジ
ー

は三 人三様で あり､
一

般化する こ とは難しい が､ 3 名とも学習目的や 関心な どに応じて ､ 自

分に合 っ た学習ス タイ ル と学習ス トラ テ ジ ー を用 い て い る こ とが わか っ た ｡ また ､ 学習ス タ

イ ル お よu
I
学習ス トラ テジ

ー

に関する調査 にお い て ､ 学習者自身が述 べ て い る学習方法や ､

学習者自身が困難だと考えて い る点が ､ 作文に現れる誤りや文の 書き方な どに反映され て い

ることがわか っ た ｡ 今回の ア ンケ ー トとイ ンタ ビ ュ ー を通 じて ､ ふ だんの教室での 学習活動

か ら は知る こ とが できな い 情報を得る こ と
-
が できた ｡ こ れ らの 情報は ､ 担当教師にと っ て学

習者の 多様性を再認識させ るもの で あり ､ 学習者の特性を考えながら学習活動を進めて い く

上 で 貴重な資料と なるもの で ある｡

4 . 社会人の外国語学習活動を効果的に進め るた めに

社会人の 学習活動の
一

般的な特徴と して ､ 学習の動機や 目的､ 活動内容が多様で ある こ と､
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学習者は自らの意志で学習活動 に参加する こ と が挙げられる ｡

W e n d e n (1 9 8 3 : 1 1 0 - 1 1 1) は2 5 名の 成人学習者を対象 にイ ンタ ビ ュ
ー

によ る調査を行 い ､

社会生活の様々 な局面 におい て彼らがどの ように自律的な学習 (s elf - di r e c t e d le a r ni n g) を

進め て い るかを分析 した ｡ 自律的な学習は ､ ｢ 学習者がまず自分の 学習 の構成と方向性 に責

任を持 つ もの+ ( W e n d e n 1 98 3 : 1 08) ､ ｢ 各自の 学習ス タイ ル に合 っ た学習を意識 し､ 責任

を持 っ て 自主的に取り組む学習+ (浜 田 1 9 9 8 : 3 7) な どと定義され て い る ｡ い ずれも学習者

が自分自身の 学習 につ い て責任を持っ て進め て い くもの だと考えられる ｡

表 2 は W e n d e n によ る調査結果の ま とめ で ある ｡ こ の 表か ら､ 学習者 が学習過程 にお い

て 自分自身に問 い か けなが ら､ 言語学習に つ い て考え､ 学習活動を進めて い るこ と がわか る ｡
(3)

表 2 . 自律的な学習の プロ セス ( W e n d e n 1 983 : 11 1)

プ ロ セ ス 雪祭,
6'
i .指 評 価 ま た

､
は 決 定

1 , 明示する
こ の 言語は何の役に立 言語
つ か

2 . 診断 ･ 分析する

私はどの よう にして い 学習者の行為

るか

定 3 . (価値 を) 評価する

私は言語学習から何を

得て い るか

4 . 自己分析する

私は自分の 学習に対 し

て どの よう に責任 を持

学習活動および

方略

学習者

つ か

言語学習は私にどの よ

義 う な変化 をもたら して

い るか

5 . 理論化する

なぜ 私 は 学 ん だ の か 言語学習過程

( 学ばなか っ たの か)

言語を学ぶと はどんな

こ とか

学習者は言語学的および社会言語学的な符号

( コ ー

ド) に つ い て判断する｡

学習者は自分の 言語の使 い 方が どれだけ上手

かある い は下手か把握 し､ ニ ー ズを分析する｡

学習者はある活動または方略が学習に と っ て

有効で あるか どうか把握する｡

学習者は自分自身が学習 プロ セ ス に どの よう

な変化をもたら したか､ 自分自身は学習 プロ

セ ス によ っ て ど の ような変化をもたらされた

か評価する ｡

学習者は言語の 学び方および言語の学習とは

どの ようなも の か に つ い て判断するd

6 . 計画する

私は何をどの よう に学

ぶ べ きか

計 7 . 優先させ る

私は何を強調すべ きか

8 . 行動 を始め る

画 私は どのよう に変わる

べ きか

言語学的 ニ ー ズ

およ びリ ソ ー ス

特別の 学習上の

問題

言語学習につ い

て の どリ
ー

フあ

るい は言語学習
へ の ア プ ロ

ー

チ

学習者 は言語学的な対象､ リ ソ ー

ス お よび

リソ ー ス の 使用 に つ い て 決める ｡

学習者は特別の 言語的項目､を優先する こと

にする ｡

学習者は言語学習 に対す る ア プ ロ ー チ の 方

法を変える こ とにする ｡
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o
'

M all e y & C h a m o t ( 1 9 9 0 : 1 0 2) で は､ こ の 表を､ ｢ 学習 につ い て知 るこ と+ ( 1 ､ 5 ) ､

｢ 計画する こ と+ ( 6 ､ 7 ､ 8 ) ､ ｢ 自己評価+ ( 2 ､ 3 ､ 4 ) の 3 点から ｢ 第2 言語学習ス ト

ラテ ジ
ー + と して まとめ直 して い るが ､ こ れら は先 に挙げた学習ス トラテ ジ

ー のうちの メ タ

認知的ス トラテ ジ
ー

にあて はまるもの である ｡

しか し､ 表 2 に示 され るように ､ 学習者が常に自分の 学習過程を意識 して い る とは限らな

い ｡ その ような場合 に､ 担当教師は学習過程にお い て､ 様々 な ｢ しかけ+ %
'

して学習活動を

創り出して い か なければならな い ｡ 次に ､ 表 1 で示 した学習ス トラテ ジ
ー

と 関連 して ､ 担当

教師は学習者 に対 して どの ように働きか ける こ とがで きるか 考察す る｡

Ⅰ . 目標言語の使用環境にない 学習者が自律的に学習を続けて いくため には､ 特にメ タ認知

的ス トラ テ ジ ー の 3 つ の 側面 (計画 ･ モ ニ タ ー ･ 評価) が 重要だと考える｡ ｢ 日常 的に目

標言語に接する の は教室だ け+ と いう学習環境で は ､ 学習者が自分自身の言語能力 (理解

力およ び運用力) を知り ､ 学習成果を確 め る機会は限られて い る ｡ そ の よう な中で は学習

目標を立て ることが難しく､ 同じレベ ル の 学習を繰り返す ことに なる ｡ 学習者は自分自身

の学習に つ い て意識 してお らず ､ どの ようにすれ ば言語能力が向上す るか に? い て も考え

な い ｡ 担当教 師は､ 学習活動を進めなが ら , ｢ 計画+ ｢ モ ニ タ
ー + ｢ 評価+ の それ ぞれ の 側

面に つ い て 意識させ るように工夫する必要がある｡

Ⅱ. 認知的ス トラ テ ジ ー は ､ 実際の学習活動におい て ､ 理解 ･ 記憶 ･ 運用という中心的な働

きをするもの である ｡ 担当教師は学習方法を学習者 に提示 しなが ら､ 学習者が 自分自身で

も工夫 しなが ら学習 を進め て い けるよう に働きか けて い かなけれ ばならない ｡ 具体的に は

次の ような方法を示す こと が できる ｡

( 1) 理解の ため の方法

① リ ソ ー ス : 学習者の レ ベ ル に合 っ た辞書や文法書な どを紹介する｡

(彰 推測 : 聴 い たり読ん だりする ときに学習者が知 っ て い る こ と をもとに して ､ 語句の

意味 ･ 用法や 内容を推測 できるように工 夫する ｡

( 2) 記憶の ため の方法

① 繰り返 し : 何度も声に出 しそ練習するようにする ｡

② グ ル
ー

プ分け : 学習者が発音 ､ 活用の しか た ､
(

意味の まとまりな どの 共通の 特徴 に

基づ い て ､ 語句や表現を分類する方法を示す｡

③ 音声で覚える : 語句を音声的にイ ン プッ トして ､ 必要なとき思い 浮 べ られるように

する ｡

④ キ
ー

ワ
ー

ドを使 っ て覚える : 目標言語の新 しい 単語 の発音と同 じか類似 した母語の

単語を見 つ ける ､ ある い は新 しい 単語が簡単に思 い 出せ るようなイ メ ー ジを作 る方法

を示す｡ こ の場合 ､ 必ずしも言語的な意味の つ ながりがなくて もい い ｡ 例えば韓国語

の
`

千手
'

と日本語の
`

く つ
'

な ど､ 発音が類似 して い て 意味的なつ ながりがあるも

の を結 び つ けるな ど｡

⑤ 書 い て覚える : 物の 名前や単語の綴りな どを ､ 紙に書きなが ら覚える ための 方法を
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示す｡

( 3) 運用 の ための 方法

① リ ハ ー サ ル する : 話 したり書 い た りするタ ス ク で ､ 発音 ･ イ ン トネ ー

シ ョ ン ･ 意味

的なつ ながりな どに注意 しなが ら練習するようにする ｡ 呑

② 言 い 換え : 適切な表現 がわか らな い と き､ 知 っ て い る語句を使 っ て 表現す るように

促す ｡ 担当教師は､ 必要 に応 じて適切な表現を示す｡

⑨ 回避 : 難 しい 表現をわ ざと使 わ か ､ と いう方法 は､ その 表現 に対する苦手意識を減

らす こ とに はなら か ､ ｡ 担 当教 師は学習者に対 して ､ 間違えても い い か ら苦手とする

表現を使 っ て み るように促す ｡

④ 新語を造 る : 目標言語の 単語がわからな い場合 に､ 知 っ て い る ことを使 っ て新しい

単語を造ると いう方法で あるが ､ 造 られた語が適切 では ない こ とが多い の で ､ 担当教

師は後で適切 な単語か ､ 類似の 表現を示す｡

(4) 理解 ･ 記憶の ため の方法

① イ メ ー ジを使っ て理解 ･ 記憶する : 新しい 情報を､ す ぐ思 い 出せ るような身近なイ

メ ー ジ と結び つ けて ､ 視覚的な概念と して覚え る方法を示す｡ 例えば韓 国語 の 文字
`

人
'

を漢字の
`

人
'

と結び つ けて覚えるな ど｡

② 精赦化 : 新 し い 情報同士 ､ ある い は新 しい 情報と既 に習 っ た こ と がある情報を関連

づけて理解 し覚えるた め の 方法を示す ｡ 例えば韓国語 の
`

t]l切替
'

( ビビム パ ブ) と

い うよく知 っ て い る単語 と
`

tjl t]l ヰ
'

(まぜ る) と いう動詞を結び つ けるなど｡

⑨ 文脈化 : 語句をある言葉の つ ながりや文脈 にあてはめ て ､ 理解 ･ 記憶 の助 けとする

方法を示す｡

④ ノ ー トを取る : 要点を書きと め る練習をする｡

( 5) 理解 ･ 運用 の ため の 方法

① 演緯 : 動詞の 活用な ど､ 一 つ の規則を理解 し､ それをもと に して新 しく習うもの に

も応用 で きるようにする ｡

② 転移 : 知 っ て い る言語的な知識およ び 一

般的な知識を､ 新 しく習うもの に適用でき

る ようにす る｡ 言語的な要素だけでなく ､ 文化的な要素も普段の 学習活動に盛り込む

必要がある ｡ 例えば
`

韓国で は血縁関係が なくても兄弟姉妹を表す言葉で呼び合う
'

と い う知識を､ ドラ マ や 映画を見ると きや実際の場面 で人間関係 の理解 に役 立て るな

ど｡

⑨ 新しい 文に再配列す る : 知 っ て い る文の 要素を､ 意味の あるほか の 文に作り直して

み るこ と によ っ て ､ い ろ い ろな文に応用できる こ とを示す｡

④ 翻訳 : 学習者は 目標言語を理解する ため に母語をもと にす るこ と が多 い ｡ 例えば韓

国語の学習に際して は ､ 次の ように注意を促す必要が ある｡

･ 初期の段 階で は単語の 置き換えが 可能なこ とが多い の で ､ 類似点を示 して ､ 日本語

をもと に して 考える こ とがで きる こ とを示す ｡

･ 学習段階が進む につ れ て 次第に置き換えられ な い場合が多くなる の で ､ 特 に相違点
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を示 して ､ 韓国語の語句の ニ ュ ア ンス を伝え､ 直訳を避けるようにする ｡

⑤ 要約 : 聴 い た り読んだり した内容の 要点を つ か む方法 を示す｡

Ⅲ .

一 人 で は難 しい と思わ れ る外国語学習を ､ グル
ー プ学習を通 じて ほか の学習者や担当教

師との 働きか けを強め る こと によ っ て 活性化 して い くた めに は ､ 社会的/ 情意的ス トラテ

ジ ー が大切で ある｡ 担 当教師は ､ 学習者同士ある い は学習者と母語話者との 相互の 働きか

けを促すように して い か な けれ ばならな い ｡

以 上見て きたように ､ 学習過程 にお い て ､ 学習者の 学習ス タイ ル ､ 学習ス トラテ ジ
ー

､ 学

習環境や その他の 要因を考慮しながら､ 目の 前に い る学習者の ため に ､ どの ようにすれば効

果的な学習活動を提供 で きるか考える こ とが担当教師の役割で あると言える ｡

5 . 社会人クラスの外国語学習活動

5 . 1 . 韓国語学習グル ー プ T の学習活動にお ける学習者と教師の意識変化

筆者 は学習グ ル ー プ T の 学習活動を担 当しなが ら､ 1 9 9 4 年以 降､ 定期 的に学習活動 に関

する ア ンケ
ー

トを行 っ て きた ｡ 本稿 で はそ の 結果をもと に して 学習活動を設定 ､ 実践する過

程をふり返り､ 学習者と担当教師の 意識 の変化､ グル
ー プとしての 問題点等を考察する｡

入門講座 で教 え始めた当初 ､ 教師は自分自身の 学習体験をもとに して ､ 効率的に学習 でき

るようにと教科書を選び ､ 学習計画を立 て ､ ｢ 簡単な言葉を使 っ て自己紹介が でき､ また 日

常 の で きごとが話せ るように なる こ と+ を学習目標 に した｡ しか し､ まだ学習者の 多様性 に

は目が向けられず､ ただ学習計画 に沿っ て授業を進める ことで精
一

杯だ っ た｡ 学習者の ほう

も､ 新 しく学ぶ外国語 の文字､ 発音､ 文法を学ぶ こ と に
一 所懸命だ っ た と思う｡ 学習開始か

ら 2 年日頃まで は ､ 学習者自身も教師が提示するもの を､ そ の まま受け入れて授業を受 ける

と いう意識がうか がえた｡

基本的な文法事項の 学習がひととおり終わっ たとこ ろで ､ 教師は､ 基本を大切 にしながら

次の ス テ ッ プに進むた めに は どう した ら い い か考えて い た ｡ 他方､ 学習者の ほうは ｢ 簡単な

こ とを繰り返 し学ぶ こ と+ を望 んで い た ｡ また ､ 自主運営 の グ ル
ー プと い うこ とか ら ､ 教師

はも っ と学習者が積極 的に活動 に参加する こ とが望ま しい と思 っ て い たの だ が ､ 学習者から

は特に要望 は出て こなか っ た｡

学習を始めて 3 年目噴か らは ､ 学習者も言葉そ の もの の 学習だ けで はなく､ 歌や 映画､ 韓

国の 習慣な ど文化的な こと にも関心を持ち始め ､ ア ンケ
ー トにも具体 的な要望を書くように

な っ た ｡ そ れ によ っ て教師も､ 教科書の 学習 に加えて ､ い ろ い ろな要素を取り入れた学習活

動にも目を向ける ことがで きた ｡ 教師が
一

方的に何かを教 える というの で はなく､ 韓国に関

心を持つ グル ー プと して活動をする こ と の意味に改め て気づ か され たと い っ ても い い ｡

こ こ でもう
一 度考えた い の は､ 日本で外国語を学ぼうとす る人が

一

体何を求め て グル
ー

プ

学習に参加す るの か と い う こと で ある ｡ ア ン ケ
ー

ト で ､ ある学習者 は入会の 理 由を次の よう

に書い て い た｡ ｢ ハ ン グル に慣れるに は､ まわりをその環境にするこ とが大切で ある ｡ 日本

- 7 2 -



で その環境を作る には ､ 同じ目的を持つ 仲間を募 っ て学習する の がい い と思 い ､ グル ー プに

参加 した+ ｢ 一 人で学習 して い くこ と は難 し い+ と い う意見もあ っ た ｡ グ ル ー プ だか ら こ そ

で きる学習活動を して い く ことは ､ まさに社会的ス トラテ ジ ー で ある｡ 学習者が早くか らそ

の こ とを指摘 して い た にもか か わ らず､ 教師はそれ になかなか気 が つ か なか っ たの も事実 で

ある ｡

一

方で ､ 学習者間の レ ベ ル差 の 問蔑は避けて通れ ない もの だ っ た ｡ 簡単な ことを繰り返 し

学ぶ ことは大切だとは言 っ て も､ 3 年､ 4 年と同じようなこ とを繰り返 して い れ ば ､ もの足

りなさを感 じる学習者が 出て きて も不思議で は ない ｡ しか し､ グ ル ー プと して の活動を考え

ると仕方がない とい うジ レン マ が､ 学習者にも教師にもあ っ た｡ グ ル ー プ学習をして いく以

上 ､ 学習者自身が グル
ー

プに求め るもの と､ グ ル ー

プと しての 活動 によ っ て各学習者が得 ら

れるもの と の 間に差 が出てきた ときに ､ もの 足りなさを感 じた学習者が グル ー

プを去 る こ と

にな っ ても仕方の な い こ とな の かも しれ な い ｡ グ ル ー

プ学習を続けて い くため に は､ 活動内

容に つ い て学習者と担当教 師が話し合 っ て ､ できるだけ共通点を見 出し､ 時には学習者の個

性を考えながらバ ラ ン ス よ く学習活動を進め て い くことが望ましい ｡

5 . 2 . 外国語を敢えて い る教師の意識調査

日本で社会人を対象に外国語を教えて い る教師は､ どの ような意識を持ち､ また どの よう

な問題点をかか えて い るの だろうか ｡ こ こで は､ 実際に社会人ク ラス で外国語を教えて い る

か ､ また は教えた経験 の ある教師 5 名にイ ン タ ビ ュ ー して得 られた 回答をもと に して ､

学習活動 にお ける担当教師の 役割と問題点に つ い て 考察する ｡

イ ンタ ビ ュ ー

した 5 名の 母語お よび文化的背景､ 生活体験 ､ 教育経験 ､ 年齢な どは
一

様で

はない ｡ そ こでイ ン タ ビ ュ ー

では ､ 担 当教師の 言語学習観や 言語教育観およ び担 当教師と し

て感 じて い る問題点を中心に質問 した ｡

イ ン タ ビ ュ
ー

の結果をまとめ ると ､ 次の ようなこ と が言える｡

5 名の教 師の 言語学習観､ 言語教育観 に つ い て共通 して い る の は ､ ｢ 言葉を学ぶ こ とは ､

その 国の 文化を知る こ とで あり､ 言葉を教える こ とは ､ その 国の 人の考え方や文化を伝 える

こ とである+ と い う点だと考え
′
られ る ｡

学習活動 に つ い て み ると ､ 担 当教 師は文法 の ほか に映画､ 歌 ､ 料理などを材料 に して ､ 楽

しみ なが ら目標言語の 楽 しさを伝えようと 工夫 して い る｡ こ こか らは ｢ 日本で異文化の にお

い をかが せ る+ ｢ 目標言語の 文化 に入り込 むた め の き っ か けをつ かむ方法を教える+ とい う

異文化を伝える仲介役と して の 担当教師の 役割が読み取 れる ｡

次に ､ 相互 の働きか け ( イ ン タ ー ア ク シ ョ ン) と いう点か ら学習者 と教師の 関係を考える

と ､ 教師か ら
一

方的に学習者に言葉や文化を教 える と い うの で はなく､ 学習者か ら教師 へ ､

さらに学習者か ら学習者へ と いう双方向の 学び がある こ とにも気 づ く｡ 社会人の ク ラス にお

い て ､ グ ル ー プ学習と い う形態が学習を続 けて い くため の 一

つ の 学習ス トラテ ジ ー と な っ て

い る こ とか らも､ こ の相 互の 働きか けを促す こ とも担当教師の役割だと言える ｡

社会人ク ラス にお ける問題点は ､ 5 名の 教師によ っ て異なる回答が出た ｡ こ れ は ､ それ ぞ

-
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れの ク ラス の 運営形態が異なる こ と にも
- 因がある ｡ 公民館で教 えて い る教師は ､ 筆者が担

当 して い るク ラス と 同じよう に､ 学習者 の レ ベ ル差や学習内容 に対する要望の多様性 によ っ

て 生 じる問題点を指摘 した ｡ しか し
一 方 で ､ 何か 問題が生 じた ときは学習者と教 師が相談 し

合っ て解決に当たっ て い るとい う回答もあり､ これも筆者の考えと共通して い る｡

そ の他 ､ 教師が母語話者 であるか どうか ､ 授業の ときに目標言語だ け使う こ とが可能か ど

うか と い う問題点も指摘 された ｡ こ れ は､ 学習者の 学習環境 ､ 学習 レベ ル ､ 年齢､ 言語学習

観 とも関わ るこ とで あり､ そ れぞれ の ク ラス の実情に応 じて 対応 して い くこ とが望ま しい ｡

社会人ク ラス の 外国語学習は ､ その ク ラス が設定される条件等が異なるため に ､
一

般化す

る こ と は難 しい ｡ 学校数育 にお ける外 国語学習とも
一 様に比較する こと は できない ｡ 実際の

学習活動 にお い て ､ それ ぞれ の ク ラス の担当教師が その ク ラス の 学習者に合 っ た活動内容を

考え工夫 して い く ことが 必要で ある ｡

6 . まとめと今後の課題

本稿で は､ 日本で学習する社会人の韓国語学習者の 場合 に つ い て ､ 学習者の 言語学習に対

する考え方や ､ 学習ス タイル ､ 学習ス トラテ ジ
ー が､ 実際の 言語学習に どの ように反映され

て い るか分析 した ｡ そ して ､ 学習過程にお い て学習活動に関わる言語学習ス トラテ ジ
ー を使 っ

て ､ 担当教師が学習者に対 して どの ように働きか ける こと ができるか に つ い て 考えた ｡ また ､

社会人の 外国語ク ラス に
-
ぉ ける担当教師の役割と課題に つ い て も考察 した ｡

これらの 考察を通じて ､ 次の点が大切で あることがわか っ た｡

① 学習者が自分自身の 言語学習に つ い て考えるこ と ｡ また担当教師が学習者の 学習に関

す る個人的な要因や学習ス トラテ ジ
ー 等 に つ い て 知る こ と｡

② 学習過程 にお い て ､ 学習者 と担当教師が共に学習に つ い て 考え､ 目標言語の 理解
･ 記

憶 ･ 運用の た めの 学習方法を工夫する こ と｡

⑨ 学習者同士 ある い は学習者と担当教師の 相互 の働 きか けによ っ て ､ 協力 しなが ら､ 学

習活動 を進め て い く こと ｡

こ れ らの こ と は､ 社会人の外国語学習の 場合 に限らず､
一 般的に言語学習につ い て言える

こ とで ある ｡ 今後､ 日本語教育にお い ても､ 学習者をよく観察し､ 学習者に働きかけながら､

学習者が目標言語を理解 ､ 記憶 ､ 運用するた めの 効果的な学習活動を試み て い きた い と考え

て い る｡

≪注≫

1 . 本稿 で は ､ 学習に際して
一 般的に使わ れて い る ｢ 韓国語+ と いう表現を用 い る｡

2 . 本稿 は､ 2 0 0 3 年に新潟大学に提 出した修士論文の
一 部を修正 ､ 加筆 し､ 再構成 したもの

で ある｡

3 . 表中の番号は ､ 便宜上筆者が付 したもの で ある ｡
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